
感染症情報 １０月３０日～１１月５日

④手足口病

②溶連菌感染症

⑤突発性発疹

６６４例（堺市 

７５例（堺市 ５例）
４３例（堺市 ３例）

報告数による順位である。前週比８．７％減の２，２１０件の報告で
あった。感染性胃腸炎が府下で前週比１％減、堺市で前週７１例
→今回８８例であった。溶連菌感染症が府下で１０％減、堺市は前
週６７例→今週７１例であった。咽頭結膜熱が３位に後退し、府下
で１４％減、定点当たり３．８６→３．３１であったが、大阪府では１０
週連続で警報レベル３以上が続いている。堺市で前回５５例→今
回５２例。定点当たり２．８９→２．７４であった。手足口病が府下で
２３％減、堺市で前回６例→今回５例であった。
インフルエンザが府下で前週比５％増、堺市で６％減であった。
定点当たり大阪府は１２．６５→１３．２７になった。堺市は１５．４８→
１４．５５であった。

７１例）
③咽頭結膜熱 ６５３例（堺市 ５２例）

８８例）

府下３０５医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９７医療機関（堺市１９）から

①感染性胃腸炎 ６７２例（堺市

４，０４６例（堺市インフルエンザ ４２２例）

府下３０５医療機関（堺市２９）から

４７１例（堺市新型コロナウイルス感染症 ５８例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前週５５５例
→今回４７１例は１５％減、定点当たり１．８２→１．５４であった。堺
市は前週４６例→今回５８例で２６％増、定点当たり１．５９→２．００
であった。堺市が大阪府のブロック別でまたワースト２になった。

大阪府定点 １．５４ 堺市定点 ２．００

麻疹や風疹の報告はなかった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数

０歳
１歳
から
４歳

５歳
から
９歳

１０歳
から
１９歳

２０歳
から
２９歳

３０歳
から
３９歳

４０歳
から
４９歳

５０歳
から
５９歳

６０歳
から
６９歳

７０歳
から
７９歳

８０歳
以上

合計

１７ ２７ ３０ ６５ ６０ ６３ ３６ ４１ ３６ ４６ ５０ ４７１
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